
新規開業という研究テーマは､ 従来､ 我が国の中

小企業研究において欧米に大きく遅れをとってきて

いた分野である｡ しかしながら､ この10年の政策的

関心の高まりとともに､ 研究成果が急速に蓄積され

つつある｡

それらの研究の多くにおいて採られる研究手法は

大容量の統計データを計量的手法の駆使により分析

し､ 新規開業企業のパフォーマンスにどのような要

因がどのように影響するのかを分析するというもの

である｡ これにより､ 従来､ 必ずしも明らかではな

かった ｢新規開業企業｣ の特色を厳密に洗い出そう

というのである｡

本書はそうした分析手法を駆使し､ 新規開業企業

の実態に接近しようという大きな試みのひとつと位

置づけることが出来る｡

最初に本書の分析手法上の２つの大きな特徴を序

章に沿って紹介することとしよう｡

分析手法上の特徴の第１は､ 本書は新規開業企業

のその後について､ 我が国において初めてパネルデー

タ (本書の場合は､ 新規開業企業の ｢誕生時｣ の条

件とその後の当該企業行動を追跡したデータ) を使っ

た分析を行っていることである｡

従来､ 新規開業企業のその後のパフォーマンスに

ついての研究は､ 開業時点とその後のある１時点の

結果を比較して分析を行うというものであった｡ し

かしながらそうした手法では､ ある初期条件をもつ

新規開業企業がその後､ どのような経路を経て現在

の姿となったかという点については必ずしも明らか

にはならない｡ これは例えていうと､ 新生児のデー

タと15年後のデータの２時点の比較を単純に行うと

いうことと同じであり､ ここからは何時の時点が成

長期であるのか (企業に置き換えると雇用創出をす

るのは何時の時点からなのか) といった問いへの回

答は困難である｡

これに対して､ 本書の用いるパネルデータは､ 新

生児についてその後の成長記録を経年的にとるもの

であり､ 新規開業企業であれば開業後の企業努力､

政策面のサポートの効果をそのタイミングを含め明

らかにすることが出来るのである｡

本書の第２の特徴は ｢実証分析と事例研究｣ を併

用していることである｡

中小企業研究ではしばしば､ フィールドワーカー

ともいうべきケーススタディ中心の研究者と､ エコ

ノメトリシャンともいうべき統計分析中心の研究者

の間に懸隔が生じがちである｡ しかしながら､ ケー

ススタディは単なるアネクドート (小話) に堕する

恐れがあり､ 統計分析はパソコン操作により多数の

変数間の相関関係についてはじくだけになる危険を

有している｡

本書は､ 両者の長所短所を見極めつつ使い分けよ
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うとしているのである｡

本書の内容については､ 序章から資料に至るまで

興味深い発見が満載であるが､ 各章に ｢本章のポイ

ント｣ をも設けていることもあり割愛することとし

て､ 上記に述べたような本書のデータ特性を特に活

かしたいくつかの章を紹介することとする｡

第４章の ｢追跡調査に見る新企業の動態｣ は本書

のもととなった５回分の調査結果から新規開業企業

のその後の存続撤退､ 月商や従業者数の動向の推移

を経年的に整理分析し､ 紹介したものである｡

紹介された事実の中にはパネルデータではなくと

も既に指摘されていたものもあるものの､ 時間がた

つにつれて売上高増加企業割合の伸びが低くなる反

面､ 資金繰りが安定化すること等 ｢新規開業企業の

育ち方｣ が改めて確認できる｡ また､ 本書の叙述に

はないものの､ 計量分析 (表４－６) からも斯業経

験年数の月商に与えるプラス効果が時間がたつにつ

れ小さくなっていく等､ 興味深い結果が示されてい

る｡

また､ 第７章の､ ｢成長に向けた経営上の取り組

み｣ では､ 月商増減率から見た ｢好調企業｣ は､ 同

じく ｢不振企業｣ に比べ開業直後は月商､ 黒字企業

割合､ 業況判断のいずれで見てもはかばかしくない

結果を出しているものの､ その後､ ｢経営革新｣ に

より状況を克服していることが示されている｡

これは､ 政策面から見ても ｢企業を生むこととと

もに､ それをよく育てること｣ が重要ということを

含意するものであり､ 興味深い点である｡

最初に述べたように新規開業が経済全体に与える

重要性は､ 我が国中小企業政策においても1990年代

半ばから認識し始められ､ 1999年の中小企業基本法

抜本改正において初めて明確化される等､ 必ずしも

古くからのものではない｡ ましてや黄昏に飛び立つ

｢ミネルヴァの梟｣ たるアカデミズムにおいて本課

題が多くの研究者により着手され始めたのは我が国

では21世紀に入ってのことである｡

そうした中､ 本書が､ 従来の研究において必ずし

も明らかではなかった我が国の新規開業の実態につ

いて光を当てたことは重要な功績といえる｡

なお､ 最後になるが本書の分析の更なる課題を挙

げると､ パネルデータが存在するならば､ パネル独

自の分析手法を用いるということがあろう｡ やや専

門的になるが､ 例えば固定効果やランダム効果の入っ

たモデルとそれらを含まないモデルの計測等によっ

て新たな発見がでてくるかもしれない｡

国民生活金融公庫総合研究所はケーススタディと

計量分析による研究の双方が実施出来る貴重な機関

である｡ そのことを踏まえつつ､ 本書についての更

なる掘下げがなされることが期待される｡

中小企業総合研究 第９号 (2008年６月)
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本書は､ 国際経済学の泰斗による本格的な研究書

である｡ 1990年代以降､ 経済グローバル化の進展が

あまりにも速いために､ 経済学､ 特に実証面での分

析が国際貿易の実態に追いついていない感があった

が､ 本書はそのギャップを埋めてくれる待望の研究

書といえる｡ 現代の国際貿易の特徴は､ 企業の国際

的ネットワークの下で､ 財・サービスの取引が生産

工程の国際的分業と密接に関わり､ これに伴い国際

貿易と直接投資・技術移転との関係が従来に比べ飛

躍的に重要になっていることである｡ そしてこれら

は､ 中小企業､ 特に中小製造業の経営にも大きく関

わっている｡ 現代の国際貿易の実態を解明するため

には､ 直接投資や技術移転のメカニズム､ ｢フラグ

メンテーション｣ (生産工程の国際分業) の進展を､

企業行動､ 知的財産権保護などの市場制度､ 市場の

特性などを明示的に考慮しながら､ 分析する必要が

生じるが､ 本書はミクロデータ (企業データ) を駆

使することによって､ 見事にその要請に応えている｡

しかし､ 研究書にありがちな難解な数式や技術的な

解説は極力抑えられ､ また論点が明快かつ体系的に

整理されているため､ 初学者でもそれほど困難なく

読み進めることができる｡

本書の内容は大きく３つの部分に分かれる｡ 第１

のパートは､ 直接投資と多国籍企業に関する分析で

ある (第１～４章)｡ 直接投資は､ 輸出と現地生産

が代替的となる ｢水平型直接投資｣ と､ 両者が補完

的となる ｢垂直型直接投資｣ に分けられるが､ 90年

代の東アジア諸国への直接投資は､ 低い労働コスト

と工程分業を活用したものであり､ ｢垂直的直接投

資｣ に該当する｡ これに対し､ 80年代における日本

から米国への直接投資は､ 貿易制限に反応したもの

で､ ｢水平型直接投資｣ に該当することが実証的に

示される (第１章)｡ 企業はグローバルな事業展開

の手段として輸出と直接投資を選択的に考えている

が､ 生産効率の高い企業は輸出を選択し､ 研究開発

の活発な企業は直接投資を選択する傾向がある (第

２章)｡ 直接投資による多国籍企業の立地選択は､

市場要因の影響を受けるが､ 中国市場内での地域の

選択の場合､ 産業集積､ 輸送網の整備､ 外資優遇政

策､ 人的資源の要因が重要であることなどが実証分

析で示される (第４章)｡

第２のパートは､ 技術移転に関する分析である

(第５～９章)｡ 先進国におけるイノベーションの創

出と後発国への技術移転の問題は､ 世界の経済発展

と国際貿易に大きな影響を与える要因であり､ 近年､

理論面・実証面で多くの研究が行われてきた (第５

章)｡ 成長著しい東アジア地域においては､ 海外か

らの直接投資と技術供与が同地域の経済成長に貢献

してきたことが実証分析で明らかにされる (第６章)｡

特に近年では､ 知的財産権の保護の強化が重要な政

書 評
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策課題として指摘されており､ その経済厚生に与え

る影響が検討される (第７章)｡ 実際､ 日本の化学

企業を対象とした実証分析によれば､ 発明の潜在能

力の高い国においては､ 知的財産権の保護の強化は､

日本からの輸出と日系企業の現地生産を増加させ

(第８章)､ また別の分析では､ 同保護の強化は現地

企業の研究開発活動を活発化させることが示される

(第９章)｡

第３のパートは､ フラグメンテーションと国際貿

易に関する分析である (第10～12章)｡ 世界におけ

る近年の貿易拡大は､ 貿易の自由化や従来の貿易理

論では説明が困難であり､ 多国籍企業によるフラグ

メンテーションや製品内貿易によるところが大きい｡

これらは企業の工程分業による最適生産立地に伴う

ものだが､ これを可能にした要因として情報通信費

用の低下､ モジュール化などの技術革新､ インフラ

整備､ 国際間での法制度の調和などを指摘できる｡

また東アジア地域における日系企業の場合､ 日本へ

の販売が日本からのアウトソーシング (外部調達)

の増加をもたらしていることなどが実証分析で示さ

れる (第10章)｡ このようなフラグメンテーション

は､ 産業内での取引であるため ｢産業内貿易｣ に該

当するが､ 80年代に議論された完成品の ｢水平的産

業内貿易｣ ではなく､ 要素賦存の異なる国家間で中

間財・部品を取引する ｢垂直的産業内貿易｣ として

理解される｡ 日本と東アジア諸国間では､ 直接投資

や技術取引が産業内貿易を活発化させ (第11章)､

また東アジア地域内において､ 垂直的産業内貿易の

水準の増加が貿易全体の増加に与える影響は､

NAFTA地域より小さいが､ EU より大きいなどの

興味深い結果が実証分析により示される (第12章)｡

以上のとおり､ 本書を通読することにより､ 現代

の国際貿易の実像が立体的に浮かび上がってくる｡

事例研究などがあれば一層わかりやすくなったと思

われるが､ いずれにしても､ 最新の研究成果を体系

的にまとめた貴重な研究書として､ 多くの人に薦め

たい一冊である｡

中小企業総合研究 第９号 (2008年６月)

― 92 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 0
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /FutoMinA101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /GothicBBB-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun34-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun501-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiGo-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiMin-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MtGothic-Medium-It
    /Ryumin-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Heavy-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Medium-Biblo-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinseiKai-Biblos-83pv-RKSJ-H
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /None
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


